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便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

ご
自
宅
で
簡
単
に
確
認
で
き
る
検

診
で
す
。便
を
２
日
分
採
取
し
、郵

送
す
る
だ
け
の
検
診
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

容
器
の
配
布　
１
月
16
日
火
～
26

日
金
（
土
・
日
を
除
く
）

対　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
令
和
５
年
度
に
ま
だ
大
腸
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※
令
和
５
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便べ

ん
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
料
金
を

払
い
、
容
器
を
受
け
取
る
（
予

約
不
要
）。

②
容
器
に
便
を
採
る（
２
日
間
分
）。

③
提
出
用
封
筒
に
容
器
を
入
れ
、

郵
送
す
る
。

大
腸
が
ん
検
診

毎
回
大
人
気
の
糖
尿
病
教
室
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
糖
尿
病
は
自

覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
、
糖
尿
病

予
備
軍
に
な
っ
て
し
ま
う
、
誰
で

も
な
り
う
る
病
気
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

（
無
料
）。

㊐　
２
月
21
日
水

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
講
義
「
糖
尿
病
の
基
本
」

（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
糖
尿
病
を
予
防
す
る

食
事
の
コ
ツ
」（
管
理
栄
養
士
）

　
・
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

埼
玉
県
の
新
歩
数
管
理
ア
プ
リ

「
コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ

ー
ジ
」の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
歩
数
計
に
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
こ
れ
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
人
や
歩
数
計
か
ら
ア
プ

リ
に
切
り
替
え
た
い
人
、
ア
プ
リ

の
登
録
方
法
が
わ
か
ら
な
い
人
な

ど
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
１
月
22
日
月

　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ

マ
イ
レ
ー
ジ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
参
加
を
希
望
す
る
人

糖
尿
病
予
防
教
室

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

公
認
心
理
師
に
話
す
こ
と
で
状
況

が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
無
料
）。

㊐　
２
月
７
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
個
別
相
談

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

定　
３
組
（
先
着
順
）

※
要
予
約
。
定
員
に
な
り
次
第
受

付
終
了
で
す
。

申　
１
月
９
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認
し

ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

料　
５
０
０
円

申　
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
容
器
の
受
け
取
り
は
代
理
の
人

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
お
よ
び

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
は
、
申
込
み
時

に
お
申
し
出
の
上
、
受
給
者
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
す
で
に
持
っ
て
い
る
歩
数
計
ま

た
は
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ア
プ
リ
か
ら
新
ア
プ
リ
に
切

り
替
え
た
い
人

定　
50
人
（
先
着
順
）

料　
無
料
（
ア
プ
リ
登
録
に
よ
る

通
信
料
は
自
己
負
担
で
す
）

　

お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
筆
記
用
具

申　
１
月
４
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

ま
た
、
下
記
か
ら
電

子
申
請
で
の
申
込
み

も
で
き
ま
す
。

講
座
（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
歯
周
病
予
防
と
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
」（
歯
科
衛
生
士
）

対　
40
歳
以
上
の
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

　
筆
記
用
具

申　
１
月
10
日
水
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

　
ま
た
、
下
記
か
ら
電

子
申
請
で
の
申
込
み

も
で
き
ま
す
。

コ
バ
ト
ン
Ａあ

る

こ

う

Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ

マ
イ
レ
ー
ジ
ア
プ
リ
講
習
会
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 １/９（火）、１/22（月）

２/13（火）、２/26（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 １/17（水）、２/21（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 １/11（木）、２/８（木） 13:30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
１/９（火） 10:00～11 :00 保健センター

保健センターｔ294−5511
２/１（木） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 １/24（水）、２/28（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

「龍」の名を持つ毛
呂山の山

歴史散歩
第355回

　

令
和
６
年
の
干
支
の
辰た

つ

（
龍

り
ゅ
う

）
は
、
十
二
支
の
な

か
で
唯
一
空
想
上
の
動
物
で
す
。
そ
の
神
秘
的
な
姿

は
多
く
の
人
を
魅
了
し
、
彫
刻
や
物
語
や
神
話
な
ど

の
創
作
物
と
と
も
に
、
雄
大
な
地
形
を
「
龍
」
の
姿

に
見
立
て
て
地
名
に
つ
け
る
こ
と
で
、
現
実
世
界
に

「
龍
」
を
投
影
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
に
も
、「
龍
」
を
冠
す
る
山
が
２
つ
あ

り
ま
す
。
阿
諏
訪
地
区
の
「
竜り
ゅ
う
が
い
さ
ん

ヶ
谷
山
」
と
、
出い

ず
も雲

伊い

波わ

比い

神
社
が
鎮ち

ん

座ざ

す
る
「
臥が

龍
り
ゅ
う

山さ
ん

」
で
す
。

　

竜
ヶ
谷
山
は
、
外
秩
父
山
地
か
ら
東
に
突
き
出
た

尾お

根ね

の
突と

っ

端た
ん

に
位
置
す
る
標
高
２
０
３
ｍ
の
山
で
す
。

竜
ヶ
谷
山
と
い
う
山
の
名
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
山
頂
か
ら
中
腹
に

か
け
て
存
在
し
た
山や
ま

城じ
ろ

（
龍
谷
山
城
）
に
ち
な
み

「
要よ
う

害が
い

山さ
ん

」と
呼
ば
れ
て
い
た
呼
び
名
が
変
容
し
た
、

と
考
え
る
説
が
あ
り
ま
す
。
山
城
が
築
か
れ
た
竜
ヶ

谷
山
と
そ
の
周
囲
は
、
急
な
斜
面
と
谷
が
入
り
組
む

複
雑
な
地
形
を
し
て
お
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
山
の
形

を
「
龍
」
に
見
立
て
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
が
建
つ
「
臥
龍
山
」
も
、
山さ
ん

形け
い

が
臥ふ

せ
た
「
龍
」
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
山
で
す
。

空から望む臥龍山と竜ヶ谷山

　

出
雲
伊
波
比
神
社
に
ま
つ
わ
る
縁え

ん

起ぎ

を
ま
と
め
た

「
臥が
り
ゅ
う
さ
ん

龍
山
宮き

ゅ
う
で
ん
き

伝
記
」に
は
、古
代
の
英
雄
倭

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

建

命

（
日
本
武
尊
）
と
臥
龍
山
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
し
ま
す
。

　

朝
廷
の
命
に
よ
り
、
東と
う

征せ
い

に
赴
い
た
倭
建
命
は
、

こ
の
地
で
敵
の
襲
撃
に
遭あ

い
、
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い
り
ま
す
。

不
利
な
戦
い
の
な
か
倭
建
命
が
神
々
に
祈
る
と
、
清

水
で
身
を
清
め
、
軍
勢
を
整
え
直
し
、
雷
鳴
の
ご
と

く
太
鼓
を
打
っ
て
、
笛
を
吹
き
鳴
ら
す
よ
う
に
、
と

お
告
げ
を
受
け
ま
し
た
。
倭
建
命
が
お
告
げ
に
従
う

と
、空
は
暗
く
な
り
、雲く
も

間ま

か
ら
巨
大
な
龍
が
現
れ
、

次
々
と
敵
を
打
ち
倒
し
て
い
き
、
龍
を
恐
れ
た
敵
の

軍
勢
は
戦
意
を
失
い
、
降
伏
し
ま
し
た
。

　

荒
れ
狂
う
龍
に
対
し
て
、
倭
建
命
が
「
臥
せ
よ
」

と
唱
え
た
と
こ
ろ
、
龍
は
た
ち
ま
ち
地
に
臥
し
て
山

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
龍
が
臥
す
山
「
臥

龍
山
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

伝
説
が
も
と
と
な
っ
た
臥
龍
山
の
名
は
、
そ
の
後

人
々
の
間
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代

に
は
「
臥
龍
山
」
と
い
う
石
の
扁へ
ん

額が
く

が
神
社
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

干
支
の
「
龍
」
の
年
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
東
海
道
新
幹
線
の
開
通
、
１
９
８
８

年
の
瀬
戸
大
橋
の
開
通
と
い
っ
た
生
活
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
出
来
事
が

起
き
る
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
龍
の
名
を
冠
す
る

山
で
、
天
に
昇
る
龍
を
想

像
し
な
が
ら
、
一
年
の
飛

躍
を
願
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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